
＜ジェネリック医薬品について＞ 

 

【調査の目的】 

ジェネリック医薬品（※）は、先発医薬品（※）と効果が同等でありながら、一般に価格

（薬価）が安く設定されています。そのため、普及が進めば、医療の質を維持しながら患者

さんの費用負担が軽減できるとともに、国全体の医療費の伸びも抑制できます。 

我が国ではジェネリック医薬品の使用を促進するための様々な施策が講じられてきてお

り、本県においても、平成 19年に全国に先駆けて協議会を立ち上げ、様々な課題を検討す

るなど、県独自の方策を進めてきました。 

このような取組の結果、ジェネリック医薬品の使用割合は年々伸びていますが、政府から

なお一層の使用割合の向上を図る方針が打ち出されるなど、さらなる施策を講じる必要が

あります。 

つきましては、ジェネリック医薬品を使用する側である皆さんの御意見をお聞かせいた

だき、今後の施策の参考とさせていただきます。 

【活用状況】 

・福岡県ジェネリック医薬品使用促進協議会などにおいて、アンケート結果を今後の施策の

検討に活用します。 

・アンケート結果を本協議会の資料として県のホームページに掲載します。 

（保健医療介護部薬務課） 

 

  

※ 「先発医薬品」及び「ジェネリック医薬品」とは 

「先発医薬品」とは、新規の成分で、新しい効能・効果等を有するものとして国に

承認された医薬品です。研究、開発に多大な時間と労力を要します。特許に基づき、

発売後１０年程度は開発企業が独占的に販売します。 

「ジェネリック医薬品」とは、先発医薬品の特許が切れた後に発売される医薬品

で、後発医薬品とも呼ばれます。先発医薬品と同一の有効成分を同一量含む製剤であ

り、先発医薬品と用法・用量、効能・効果が原則的に同一で、効き目も同等です。先

発医薬品と比較して研究、開発に要する費用が少ないため、一般的に価格（薬価）が

先発医薬品より安く設定されます。 

なお、先発医薬品もジェネリック医薬品も病院や保険薬局で調剤される医療用医薬

品です。 



＜１＞ あなたは、ジェネリック医薬品を知っていますか。 
 

  

（n=360 選択肢は１つのみ） 

① よく知っている 44.7% （ 161名） 

② 大体知っている 48.6% （ 175 名） 

③ 言葉だけは知っている（聞いたことがある） 5.6% （  20名） 

④ 知らなかった 1.1% （   4名） 

無回答 0.0% （   0名） 

 

  

①, 161 名, 44.7%

②, 175 名, 48.6%

③, 20 名, 5.6% ④, 4 名, 1.1%



＜２＞ あなたは、医療機関からジェネリック医薬品を処方されたことがありますか。 
 

  

（n=360 選択肢は１つのみ） 

① ジェネリック医薬品を処方されたことがある 88.9% （ 320 名） 

② ジェネリック医薬品を処方されたことがない 4.4% （  16名） 

③ ジェネリック医薬品を処方されたかどうかわからない 5.3% （  19名） 

④ 医療機関から薬を処方されたことがない 1.4% （   5名） 

無回答 0.0% （   0名） 

 

  

①, 320 名, 88.9%

②, 16 名, 4.4%

③, 19 名, 5.3% ④, 5 名, 1.4%



＜３＞ ジェネリック医薬品の処方を誰に頼みましたか。 
 

  

（回答対象は＜２＞で「①」を選択された方 n=320 選択肢は１つのみ） 

① 医師 15.3% （  49名） 

② 薬剤師 32.2% （ 103 名） 

③ 自分から頼んでいないが、医師がジェネリック医薬品

を勧めてくれた 

24.4% （  78名） 

④ 自分から頼んでいないが、薬剤師がジェネリック医薬

品を勧めてくれた 

25.0% （  80名） 

⑤ その他 3.1% （  10名） 

無回答 0.0% （   0名） 
 

［その他（抜粋）］ 

・保険証に『ジェネリック希望』のシールを貼っている。 

・病院によっては、事前質問で確認される。 

・健康保険組合が勧めているので。 

・会社がジェネリックを推奨している。 

・処方箋を持って行った薬局でジェネリック薬のみの採用だった。 

・ジェネリックを拒否しなければ、ジェネリックになる事が多い。 

  

①, 49 名, 15.3%

②, 103 名, 32.2%

③

, 78 名, 24.4%

④

, 80 名, 25.0%

⑤, 10 名, 3.1%



＜４＞ あなたは、先発医薬品とジェネリック医薬品のどちらでも処方してもらえる場合、

どちらを希望しますか。 
 

  

（n=360 選択肢は１つのみ） 

① ジェネリック医薬品の処方を希望する 53.3% （ 192 名） 

② ジェネリック医薬品の処方は希望せず、先発医薬品の

処方を希望する 

6.7% （  24名） 

③ どちらでも良い。医師、薬剤師の判断に任せる 25.3% （  91名） 

④ その時にならないとわからない（効果や支払金額等に

ついて説明を受けてから決める） 

12.5% （  45名） 

⑤ その他 2.2% （   8名） 

無回答 0.0% （   0名） 
 

［その他（抜粋）］ 

・薬の内容（慢性疾患で長期に服用など）により使い分ける。 

・オーソライズドジェネリックであれば何のためらいもなく変更する。そうでないジェネリ

ックしかない場合は先発品を希望する。 

・薬価の比較や、薬管理のしやすさ（名前と効能の理解のしやすさなど）によって判断する。 

・効き目に違いを感じるものがあるので、それに応じて希望しています。 

・医師や薬剤師から支払い金額の説明は、一度も受けたことはありません。出された薬を買

わされているだけです。ジェネリックにしますか？と聞かれたこともないです。薬剤師さ

んは、これは痛み止めです、くらいは説明してくれますが、先発と後発品の比較を説明し

てくれる人にあたったことがありません。 

・そもそも薬は飲まない。 

  

①, 192 名, 53.3%

②

, 24 名, 6.7%

③, 91 名, 25.3%

④

, 45 名, 12.5%

⑤, 8 名, 2.2%



＜５＞ ジェネリック医薬品の処方を希望しない最も大きな理由は何ですか。 
 

  

（回答対象は＜４＞で「②」を選択された方 n=24 選択肢は１つのみ） 

① 医師または薬剤師が、ジェネリック医薬品を勧めな

いから 

0.0% （   0名） 

② 家族、友人等が、ジェネリック医薬品を勧めないから 16.7% （   4名） 

③ 期待するほど、支払金額が安くならないから 8.3% （   2名） 

④ 以前、利用したが、自分に合わなかったから（味、大

きさ、使用感など） 

8.3% （   2名） 

⑤ 効果や安全性等に対して、不安があるから 58.3% （  14名） 

⑥ その他 8.3% （   2名） 

無回答 0.0% （   0名） 
 

［その他（抜粋）］ 

・以前使っていた薬より効きが良くなかった。 

・医師は勧めるが実際は医師や薬剤師はジェネリックを使用しないから。 

  

①, 0 名, 0.0%

②, 4 名, 16.7%

③, 2 名, 8.3%

④

, 2 名, 8.3%

⑤, 14 名, 58.3%

⑥, 2 名, 8.3%



＜６＞ 処方せんの「変更不可」欄に「✓（チェック）」または「×」が記載されていない

場合、患者さんの合意の下、薬局の薬剤師の判断でジェネリック医薬品を調剤できる

ことを知っていますか。 
 

  

（n=360 選択肢は１つのみ） 

① 知っている 41.7% （ 150 名） 

② 知らなかった 58.3% （ 210 名） 

無回答 0.0% （   0名） 

 

  

①, 150 名, 41.7%

②, 210 名, 58.3%



＜６＞ ジェネリック医薬品について、これまでの設問以外に意見がありますか。 
 

［いただいたご意見（抜粋）］ 

・複数の病院にかかっているが、どこもジェネリック医薬品の説明は必ずしている。結構、

徹底しているのでは？ 

・医療費が高騰している中、積極的に GE医薬品を使うのは当然だと思う。 

・ジェネリックは安全性に問題なさそうなので更に普及して欲しい。 

・国保の保険証に、ジェネリック希望というシールがあるので、便利。これを、保険証やお

薬手帳にはるようにしている。 

・安全性が認められれば良いと思います。多少の影響はどの薬でもあると思えます。医師が

進めれば使用します。 

・処方する際に教えてもらえれば、ジェネリックを選ぶこともあると思います。 

・ジェネリックにしても良いが薬局で聞かれることがないため、わざわざ自分から申し出て

変更する気にはなれない。 

・価格が安い感じがするが、副作用など詳しい説明が欲しい。 

・知識が無いので言われるがままなところがある。簡単なことだけでも知識を得られる方法

や説明があれば嬉しい。 

・ジェネリック医薬品は安くて薬の効用もあるという話であるが、もとの薬と比較してどの

程度差異があるのかはっきり表示してないので不安である。 

・安全性と効果について少し心配している。 

・ジェネリック医薬品を処方する際は、全ての患者さんに対して十分な説明をするべきだと

思います。 

・ジェネリック医薬品は添加物が多いという話を聞きました。本当がどうかどうやって調べ

たらいいのかわからないので、使用する際に躊躇してしまいそうです。 

・患者さんの合意のもととありますが私の場合、医師の処方箋の薬と違うものを薬剤師さん

から渡されました。説明はありませんでした。患者さんの合意のもとを薬剤師さんには、

徹底してほしいです。 

・ジェネリックで価格が安くなるのは微々たるものなので正直どちらでも良いです。長期使

用する場合は安くなる方が合っていればそれを使いたいです。しかし、覚えていた薬の名

前が変わってしまう為、最初はとまどいます。毎回かわるときなどは困っています。（特

に子供のくすり）。 

・薬効について、専門機関のチェック機能の充実が肝要である。 

・今は医療機関で積極的にジェネリック医薬品を推奨されます。薬にもよるのですが、先発

品を同等と言われるけど飲んでいて効き目に差があるものもあります。（血圧を下げる薬

や痛み止めなど）免疫抑制剤や抗菌剤でも後発品は先発品に比べ効き目に差があること

があります。すべてを一律に後発品に置き換えるのではなく、その人に合った薬を選んだ

方がベストだと思います。 

・先発薬とジェネリックは全く同じもので作られてるわけではないと思う。先発薬を選ぶ自



由も残してほしい。 

・先発医薬品を薬剤師がジェネリック医薬品に変更した場合、その薬で被害が出た時に誰が

責任を取るのかが不安なので、医師の処方の新薬をもらっている。 

・ジェネリックも大切だが無駄な薬を処方しないというのはもっと大切だと思う。 

・子供は薬代がかからないのであまり意識せず先発品を処方してもらっていたが、後日ジェ

ネリックに変更するとどのくらい安くなるかのはがきが来てびっくりしたことがある。 

・私たち使用者が負担する費用によって先発医薬品の研究・開発が行われているのであれ

ば、ジェネリック医薬品の普及に伴って、今後開発されるであろう先発医薬品の研究・開

発に影響がでないかと心配にはなります。 


